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六
ヶ
所
村
消
防
出
初
式
が

１
月
５
日
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」
駐
車
場
で
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
六
ヶ
所
村
消

防
団
の
ほ
か
▽
む
つ
小
川
原
石

油
備
蓄
株
式
会
社
自
衛
消
防
隊

▽
日
本
原
燃
株
式
会
社
消
火
専

門
隊
▽
六
ヶ
所
消
防
署
▽
泊

婦
人
消
防
協
力
隊
の
総
員
約

１
９
０
人
、
消
防
車
両
16
台
が

参
加
。
団
員
は
古
川
健
治
村
長

に
よ
る
観
閲
を
受
け
た
後
、
力

強
い
分
列
行
進
や
一
斉
放
水
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

ス
ワ
ニ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
永
年
に

わ
た
り
消
防
団
の
活
動
に
甚
力

し
た
退
職
消
防
団
員
へ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職

務
に
精
励
し
他
の
模
範
と
な
っ

た
消
防
団
員
に
対
し
村
長
章
と

団
長
章
が
授
与
さ
れ
、「
六
ヶ

所
村
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
」
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た

事
業
所
に
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

古
川
村
長
は
「
地
域
住
民
の

生
命
財
産
の
安
全
・
保
護
の
た
め

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
す
る
。
今
後
と
も
一
致
団

結
し
、
消
防
の
果
た
す
役
割
・
使

命
を
認
識
し
合
う
と
と
も
に
、
相

互
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
災
害

に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
支
援
願
い
た
い
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

〈
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）〉

【
退
職
消
防
団
員
感
謝

状
】（
前
所
属
・
階
級
、

勤
続
年
数
）
▽
及
川
悦

夫
〈
故
人
〉（
団
長
・
49

年
４
月
）
▽
髙
田
秀
明

（
本
部
分
団
長
・
31
年
２

月
）
▽
佐
藤
義
明
（
３

分
団
団
員
・
17
年
９
月
）

【
六
ヶ
所
村
長
章
】（
所

属
・
階
級
）
▽
石
久
保

順
一
（
１
分
団
・
団
員
）

▽
高
田
克
彦
（
２
同
・
同
）

▽
立
花
征
士
（
同
・
同
）

▽
木
村
宏
信
（
３
分
団
・

同
）▽
久
保
裕
哉（
４
同
・

同
）
▽
高
田
大
詞
（
同
・

同
）
▽
祐
川
篤
（
７
同
・

同
）
▽
髙
田
賢
吾
（
８
同
・
同
）

▽
宮
古
拓
哉
（
10
同
・
同
）

【
消
防
団
長
章
】（
所
属
・
階
級
）

田
中
充
（
２
同
・
団
員
）
▽
向
中

野
功
介
（
３
同
・
同
）
▽
高
田

良
太
（
４
同
・
同
）
▽
戸
田
隼

人
（
同
・
同
）
▽
佐
々
木
健
一
（
５

同
・
同
）
▽
藤
ヶ
森
幸
夫
（
同
・

同
）
▽
小
泉
真
一
（
６
同
・
同
）

〈
認
定
事
業
所
は
次
の
と
お
り
〉

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

認
定
事
業
所
】（
代
表
者

氏
名
）
▽
株
式
会
社
鳥

山
土
木
工
業
（
鳥
山
日

出
昭
）

〈
六
ヶ
所
村
消
防
団
組

織
〉
団
長　

髙
橋
義
経

▽
副
団
長　

田
村
七
郎

▽
同　

久
保
政
廣
▽
同

　

松
下
志
美
雄

●
本
部
▼
分
団
長　

尾

ヶ
瀬
庄
太
郎
▽
同　

舘

花
晴
彦
▽
同　

松
橋
勝

▽
同　

鳥
谷
部
修
▼
副
分
団
長

　

吉
田
裕
悦
▽
同　

諏
訪
内
俊

一
▽
同　

駒
形
進
▼
部
長　

小

泉
陽
大
▽
同　

高
橋
晃

●
分
団
▽
第
１
分
団
長　

石
久
保
斉

▽
第
２
同　

小
泉
勉
▽
第
３
同　

五
十
嵐
誠
一
▽
第
４
同　

久
保
一
人

▽
第
５
同　

下
田
誠
▽
第
６
同　

小

泉
秋
広
▽
第
７
同　

相
内
頼
恵
▽
第

８
同　

奥
村
浩
▽
第
９
同　

秋
戸
祐

悦
▽
第
10
同　

中
村
政
美

（
団
員
総
数
２
０
７
人
）

　村は第一次産品の放射性物
質検査について、平成 23 年
8 月に実施した検査に続き、
２回目の検査を 12 月 22 日
に実施しました。
　検査の結果、放射性ヨウ素
131 および放射性セシウム
134 ・137 は検出されません
でした。
■分析機関　社団法人　青森
県薬剤師会衛生検査センター

問農林水産課　
☎ 0175（72）2111
　（内線 322 ～ 327）

採取日 検査日 検査品目
採取
地区

検査項目（Bq ／ kg）

放射性
ヨウ素

131

放射性
セシウム

134

放射性
セシウム

137

12 月 20 日 12 月 22 日

原乳
六原 不検出 不検出 不検出

庄内 不検出 不検出 不検出

キャベツ 倉内 不検出 不検出 不検出
長芋 倉内 不検出 不検出 不検出
ごぼう 尾駮 不検出 不検出 不検出

ほうれん草 尾駮 不検出 不検出 不検出

ヒラメ 尾駮 不検出 不検出 不検出

ソイ 尾駮 不検出 不検出 不検出

カワハギ 尾駮 不検出 不検出 不検出

スルメイカ 泊 不検出 不検出 不検出

タナゴ 泊 不検出 不検出 不検出

＊魚類については、陸揚げ地を記載

六ヶ所村第一次産品の放射性物質の検査結果について ②

平成 24 年

六ヶ所村消防出初式
New Year parade of fire department brigades 2012
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下水道を利用しましょう

■下水道を利用して環境の保全を
　下水道は、トイレの水洗化といった快適な生活を
もたらすほか、汚してしまった水をきれいにして川
や海に戻す役割をもっています。
　現在では、村民の皆さんの約 7 割が下水道を利
用できるようになりました。しかし、利用可能な人
のうちの約 3 割がまだ下水道を利用していません。
　下水道を利用しないと、汚水をそのまま流してし
まうことになり、環境へ多大な影響をもたらします。
　一日も早く、下水道を利用しましょう。
■倉内地区でも４月に供用開始予定
　村は下水道の整備を進めており、平成 24 年４月
からは倉内地区の大部分でも使用が可能となりま
す。
■助成・貸付制度
　村は、下水道利用のための工事（排水設備工事）
に対し工事費の一部を補助（助成金）、または水洗化
工事に対して工事費を貸し付け（貸付金）ています。
　利用を希望する人は、指定排水設備工事業者へ直
接申し込んでください。（制度の利用は、助成金か
貸付金のいずれかの選択となります。）

問上下水道課　
☎ 0175（72）2111（内線 171 ～ 177）

●自己資金で行う人は…①助成金制度

　配管費は５万円を限度とします。

●一時的な資金の用意が困難な人は…②貸付金制度
○貸付金限度額　60 万円
○償還限度回数　60 回（月払い）
○貸付利息　無利息
　工事費が60万円以下の場合は工事費が限度です。
　貸付には、村税や水道料金などを滞納していないこ
と、　連帯保証人がいることが条件となります。

供用開始
後の期間 ～３年 ４～６年 ７～ 10 年

水洗化工事

20 万円以下 10 万円以下 8 万円以下

改造費
　15 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

改造費
　5 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

改造費
　3 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

浄化槽切替
工事

10 万円以下 8 万円以下 6 万円以下

切替費
　5 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

切替費
　3 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

切替費　
　1 万円
＋配管費　
　2 千円 /㍍

Information
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1_ 一斉放水を披露　2_ 古川村長の観閲を受
ける消防団員たち　3_ 堂々とした分列行進
4_ 村長へ状況報告をした髙橋義経団長

万歳三唱をする団員たち


